
EzChecker CATIA-V5版 操作説明

■照合に必要なデータ

・点群座標デ－タ

・３次元測定時の原点情報、プローブ半径、公差

・CATIA-V5モデル （CATPart）

■機能

３次元測定機にて出力された座標デ－タをＣＡＴＩＡモデルに取り込み、モデルと測定値の誤差を自動照合し、

結果をリスト出力します。 測定モードは形状測定または穴位置度測定を選択できます。

■点群座標デ－タについて

ＥｚＣｈｅｃｋｅｒが認識できる点群座標デ－タのフォ－マットは、座標値ＸＹＺの間にスペ－スまたはカンマ（，）で

区切られた状態でなければなりませんので、測定機の出力内容によりフォ－マット変換する必要があります。

例）

測定機から出力されたデ－タが以下の内容の場合

ＰＯＩＮＴ Ｘ＝１２３．４５６ Ｙ＝－２３．４５６ Ｚ＝５．６７８

ＰＯＩＮＴ Ｘ＝１２５．７８９ Ｙ＝－１２．３４５ Ｚ＝１．２３４

ＥｚＣｈｅｃｋｅｒが認識できるフォ－マット

１２３．４５６ －２３．４５６ ５．６７８

１２５．７８９ －１２．３４５ １．２３４ 1
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■モデルの準備

①

②

③

④

①３次元測定時の座標系

②形状セット｢EzChecker｣

③形状を表すサーフェス（形状測定を行う場合に必要）

④穴中心を通る直線（穴位置測定を行う場合に必要）

⑤注釈セット（｢挿入｣ ｢注釈｣ ｢引出線付きテキスト｣ ）

⑤
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■EzCheckerの実行
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各項目を以下の様に指定または入力します。

・検査種別 形状測定または穴位置度を選択

・検査者 測定を行った担当者の氏名を入力

・図番 測定製品の図番等を入力

・実測点群ファイル ３次元測定機より出力された点群ファイル名を指定

・照合元モデル 照合するＣＡＴＩＡモデル名を指定

・照合結果モデル 照合後のＣＡＴＩＡモデル名を入力

・公差 下限・上限値を入力。この値で合否を判定します

・プロ－ブ半径 測定時に使用したプロ－ブの半径値を入力

・照合結果リスト 照合結果を保存するファイル名を入力。この名前でExcelが作成されます

・照合開始 照合を開始します

（オプション）

・期待値座標 測定点から見た期待座標値（プローブ半径離れた位置）を出力

・誤差補助線 誤差の量または方向（削り過ぎ、削り残し）を直線の長さ・色で視覚的に判定したい場合に指定します

線幅 補助線の線幅を１～５５の範囲で指定します（この値は/ツール/オプション/表示/線幅に対応します）

長さ倍率 補助線の線長を指定します（補助線の長さは誤差×倍率で表示されます）

・画面更新 測定点番号を表示させる場合に指定します

更新しない ： 測定点番号テキストは出力されません。照合を高速に実行できます

更新する ： 測定点番号テキストを出力します

・座標系 測定時の座標系とモデル内の座標系の微小なズレを調整する場合に指定します

変更しない ： 現行座標系は変更しません

変更する ： 指定されたパラメーターで現行座標系を移動または回転を行います

・軸自動補正 ベストフィット機能のON/OFFを指定します

自動補正しない：ベストフィットは行いません

自動補正する ：ベストフィットを行います

［移動・回転］で補正させる軸を指定します

［補正モード］でベストフィットの動作モードを指定します

精度優先：測定点全ての誤差が最小となるまでベストフィットを行います

合格優先：測定点全ての誤差が公差内に入った時点でベストフィットを終了
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■照合結果の確認（形状）

色による評価結果

○水色：合格

×黄色：不合格（削り残し）

×赤色：不合格（削り過ぎ）
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■照合結果の確認（穴位置）

色による評価結果

○水色：合格

×黄色：不合格


